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 事業概要 

地球大気を積極的に有効利用する宇宙輸送システムの実現に必要な技術研究を実施する. 具体的に

は, 空気吸い込み式エンジンのためのエアインテークの設計研究を実施している. 
 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

JAXA の解析ツール（FaSTAR, CHARIOT）を JSS 上で実行し, インテークの流ればの解明を行って

いる. FaSTAR は, 条件を様々に変えて行う流路の設計研究に用いている, 一方, CHARIOT は, 流れ

場の物理現象の丁寧な解明に用いている. どちらも, 大規模な計算となるため, スパコンの利用が必

須となっている. 

 

 今年度の成果 

(1)Busemann の方法により, 理論的に導出した形状に対し, 軸対象境界層積分方程式に基づいて境

界層厚さを推算し, その分だけ補正を行った. この補正によるインテーク始動性に対する効果を , 

FaSTAR を用いて検証した . また, スロートより下流の亜音速ディフューザー部の形状設計は , 

FaSTAR により試行錯誤で行った（図 1） 

(2)Busemann インテークを, 軸対称ロケット形状に搭載するため, アーチ型の断面を持つ Busemann

インテークを設計し, 機体搭載状態での流れ場の特性を評価した（図 2） 

(3)FaSTAR による風洞実験条件での流れ解析は, 圧力分布で風洞実験結果と比較した場合, 大きな

傾向はよく再現できている一方で, 特にインテーク入口付近の圧力分布は, 定性的にも定量的にも不

一致が大きかった. この要因を探るため, より高忠実な LES 解析を CHARIOT を用いて実施した. 

 

再使用型宇宙輸送システムにおける大気アシスト飛行の実証研究 
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図 1: 風洞実験模型を対象とした, 境界層補正等の形状設計の効果 

 

 

図 2: 軸対象ロケット形状に搭載した, アーチ型インテーク周りの流れば

解析 

 

 

図 3: 高忠実な LES 解析の結果の一例 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 OpenMP 

プロセス並列数 256 

１ケースあたりの経過時間 8.3 時間 
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⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.13 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 3,160,886.56 0.14 

TOKI-ST 9,063.50 0.01 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 114.88 0.01 

TOKI-TST 2,592.02 0.05 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 1,538.50 1.04 

/data 及び/data2 134,551.00 0.64 

/ssd 30,971.00 1.66 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 2.76 0.01 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

 

⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 197.45 0.13 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


